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GreenSwirl法による快適な道路交通の提供に関する研究	


交通渋滞が深刻な社会問題となっている	
  
•  ドライバーに大きなストレスを与える	
  
•  周辺住民の騒音被害	
  
•  排気ガスによる大気汚染	
  

Ø  GreenWave法が考案された	
  
•  しかし問題点が・・・	
  

研究背景	


車両前方の信号が次々青になるよう、信号を制御	
  
Ø 赤信号で停止することなく、快適に走行できる	
  
ü 一方向しか快適に走行できず、対向車線が混雑	
  
ü 周辺に車両が集中し、渋滞を誘発してしまう	
  

Ø  GreenSwirl法によって問題点を解消	
  

GreenWave法	


複数の道路で渦巻状に信号制御を行う	
  
•  信号制御が行われている道路を乗り換えつつ移動することで、	
  
快適に走行できる道路を通りつつ目的地へ到着できる	
  

Ø  GreenWave法の問題点を解消、より快適な走行を提供	
  

GreenSwirl法	


快適な走行	


次々青信号が点灯	


対向車線は混雑	


コンピュータで道路交通のシミュレーションを行い、	
  
GreenSwirl法の有効性を検証する	
  

Ø  SUMOというシミュレータを用いて検証	
  

本研究の目的	



